
2023年 4月 9日 

主日礼拝 

 

《礼拝》 

 

礼拝讃美歌⇒167番（旧 223番）（SK姉） 

『救いの主はハレルヤ』 

 

 

聖書⇒マタイによる福音書 28:1~9節（MM姉） 

『さて、安息日が終わって、週の初めの日の明け方に、マグダラのマリアともう一人のマリアが、墓を見に行

った。すると、大きな地震が起こった。主の天使が天から降って近寄り、石をわきへ転がし、その上に座った

のである。その姿は稲妻のように輝き、衣は雪のように白かった。番兵たちは、恐ろしさのあまり震え上がり、

死人のようになった。天使は婦人たちに言った。「恐れることはない。十字架につけられたイエスを捜してい

るのだろうが、あの方は、ここにはおられない。かねて言われていたとおり、復活なさったのだ。さあ、遺体

の置いてあった場所を見なさい。それから、急いで行って弟子たちにこう告げなさい。『あの方は死者の中か

ら復活された。そして、あなたがたより先にガリラヤに行かれる。そこでお目にかかれる。』確かに、あなた

がたに伝えました。」婦人たちは、恐れながらも大いに喜び、急いで墓を立ち去り、弟子たちに知らせるため

に走って行った。すると、イエスが行く手に立っていて、「おはよう」と言われたので、婦人たちは近寄り、

イエスの足を抱き、その前にひれ伏した。』 

 

礼拝讃美歌⇒164番（旧 222番） 

『墓の中にいと低く』 

 

 

聖書⇒マタイによる福音書 28:18~20節（HT姉） 

本日の日曜学校で読まれた聖句） 

『イエスは、近寄って来て言われた。「わたしは天と地の一切の権能を授かっている。だから、あなたがたは

行って、すべての民をわたしの弟子にしなさい。彼らに父と子と聖霊の名によって洗礼を授け、あなたがたに

命じておいたことをすべて守るように教えなさい。わたしは世の終わりまで、いつもあなたがたと共にいる。」』 

 

 

聖書⇒イザヤ書 25:6~8節（NH兄） 

『万軍の主はこの山で祝宴を開き／すべての民に良い肉と古い酒を供される。それは脂肪に富む良い肉とえり

抜きの酒。主はこの山で／すべての民の顔を包んでいた布と／すべての国を覆っていた布を滅ぼし死を永久に

滅ぼしてくださる。主なる神は、すべての顔から涙をぬぐい／御自分の民の恥を／地上からぬぐい去ってくだ

さる。これは主が語られたことである。』 



聖書⇒ヨハネによる福音書 20:15節 

『イエスは言われた。「婦人よ、なぜ泣いているのか。だれを捜しているのか。」』 

 

聖書⇒ルカによる福音書 24:5~6b節 

『婦人たちが恐れて地に顔を伏せると、二人は言った。「なぜ、生きておられる方を死者の中に捜すのか。あ

の方は、ここにはおられない。復活なさったのだ。』 

 

聖書⇒ヨハネによる福音書 6:54節 

『わたしの肉を食べ、わたしの血を飲む者は、永遠の命を得、わたしはその人を終わりの日に復活させる。』 

 

礼拝讃美歌⇒117番（旧 149番） 

『カルバリの丘の辺に』 

 

（祈り） 

 

 

《パン裂き》 

 

 

聖書⇒ルカによる福音書 24:29~31節（KH兄） 

『二人が、「一緒にお泊まりください。そろそろ夕方になりますし、もう日も傾いていますから」と言って、

無理に引き止めたので、イエスは共に泊まるため家に入られた。一緒に食事の席に着いたとき、イエスはパン

を取り、賛美の祈りを唱え、パンを裂いてお渡しになった。すると、二人の目が開け、イエスだと分かったが、

その姿は見えなくなった。』 

 

（式） 

 

礼拝讃美歌⇒155番（旧 208番） 

『神の小羊は世の罪を負いて』 

 

 

《建徳》 

 

 

聖書⇒ルカによる福音書 24:13~35節（KH兄） 

『ちょうどこの日、二人の弟子が、エルサレムから六十スタディオン離れたエマオという村へ向かって歩きな

がら、この一切の出来事について話し合っていた。話し合い論じ合っていると、イエス御自身が近づいて来て、

一緒に歩き始められた。しかし、二人の目は遮られていて、イエスだとは分からなかった。イエスは、「歩き



ながら、やり取りしているその話は何のことですか」と言われた。二人は暗い顔をして立ち止まった。その一

人のクレオパという人が答えた。「エルサレムに滞在していながら、この数日そこで起こったことを、あなた

だけはご存じなかったのですか。」イエスが、「どんなことですか」と言われると、二人は言った。「ナザレの

イエスのことです。この方は、神と民全体の前で、行いにも言葉にも力のある預言者でした。それなのに、わ

たしたちの祭司長たちや議員たちは、死刑にするため引き渡して、十字架につけてしまったのです。わたした

ちは、あの方こそイスラエルを解放してくださると望みをかけていました。しかも、そのことがあってから、

もう今日で三日目になります。ところが、仲間の婦人たちがわたしたちを驚かせました。婦人たちは朝早く墓

へ行きましたが、遺体を見つけずに戻って来ました。そして、天使たちが現れ、『イエスは生きておられる』

と告げたと言うのです。仲間の者が何人か墓へ行ってみたのですが、婦人たちが言ったとおりで、あの方は見

当たりませんでした。」そこで、イエスは言われた。「ああ、物分かりが悪く、心が鈍く預言者たちの言ったこ

とすべてを信じられない者たち、メシアはこういう苦しみを受けて、栄光に入るはずだったのではないか。」

そして、モーセとすべての預言者から始めて、聖書全体にわたり、御自分について書かれていることを説明さ

れた。一行は目指す村に近づいたが、イエスはなおも先へ行こうとされる様子だった。二人が、「一緒にお泊

まりください。そろそろ夕方になりますし、もう日も傾いていますから」と言って、無理に引き止めたので、

イエスは共に泊まるため家に入られた。一緒に食事の席に着いたとき、イエスはパンを取り、賛美の祈りを唱

え、パンを裂いてお渡しになった。すると、二人の目が開け、イエスだと分かったが、その姿は見えなくなっ

た。二人は、「道で話しておられるとき、また聖書を説明してくださったとき、わたしたちの心は燃えていた

ではないか」と語り合った。そして、時を移さず出発して、エルサレムに戻ってみると、十一人とその仲間が

集まって、本当に主は復活して、シモンに現れたと言っていた。二人も、道で起こったことや、パンを裂いて

くださったときにイエスだと分かった次第を話した。』 

 

聖書⇒ルカによる福音書 24:9~11節 

『そして、墓から帰って、十一人とほかの人皆に一部始終を知らせた。それは、マグダラのマリア、ヨハナ、

ヤコブの母マリア、そして一緒にいた他の婦人たちであった。婦人たちはこれらのことを使徒たちに話したが、

使徒たちは、この話がたわ言のように思われたので、婦人たちを信じなかった。』 

 

聖書⇒マルコによる福音書 16:12~13節 

『その後、彼らのうちの二人が田舎の方へ歩いて行く途中、イエスが別の姿で御自身を現された。この二人も

行って残りの人たちに知らせたが、彼らは二人の言うことも信じなかった。』 

 

 

聖書⇒ローマの信徒への手紙 10:9節（NH兄） 

『口でイエスは主であると公に言い表し、心で神がイエスを死者の中から復活させられたと信じるなら、あな

たは救われるからです。』 

 

聖書⇒コリントの信徒への手紙一 15:03~06a節 

『最も大切なこととしてわたしがあなたがたに伝えたのは、わたしも受けたものです。すなわち、キリストが、

聖書に書いてあるとおりわたしたちの罪のために死んだこと、葬られたこと、また、聖書に書いてあるとおり



三日目に復活したこと、ケファに現れ、その後十二人に現れたことです。次いで、五百人以上もの兄弟たちに

同時に現れました。』 

 

聖書⇒コリントの信徒への手紙一 15:06b節 

『そのうちの何人かは既に眠りについたにしろ、大部分は今なお生き残っています。』 

 

聖書⇒コリントの信徒への手紙一 15:12~15節 

『キリストは死者の中から復活した、と宣べ伝えられているのに、あなたがたの中のある者が、死者の復活な

どない、と言っているのはどういうわけですか。 

死者の復活がなければ、キリストも復活しなかったはずです。 

そして、キリストが復活しなかったのなら、わたしたちの宣教は無駄であるし、あなたがたの信仰も無駄です。 

更に、わたしたちは神の偽証人とさえ見なされます。なぜなら、もし、本当に死者が復活しないなら、復活し

なかったはずのキリストを神が復活させたと言って、神に反して証しをしたことになるからです。』 

 

聖書⇒コリントの信徒への手紙一 15:19節 

『この世の生活でキリストに望みをかけているだけだとすれば、わたしたちはすべての人の中で最も惨めな者

です。』 

 

聖書⇒コリントの信徒への手紙一 15:20節 

『しかし、実際、キリストは死者の中から復活し、眠りについた人たちの初穂となられました。』 

 

聖書⇒コリントの信徒への手紙一 15:35~37節 

『しかし、死者はどんなふうに復活するのか、どんな体で来るのか、と聞く者がいるかもしれません。愚かな

人だ。あなたが蒔くものは、死ななければ命を得ないではありませんか。あなたが蒔くものは、後でできる体

ではなく、麦であれ他の穀物であれ、ただの種粒です。』 

 

聖書⇒コリントの信徒への手紙一 15:42~44節 

『死者の復活もこれと同じです。蒔かれるときは朽ちるものでも、朽ちないものに復活し、蒔かれるときは卑

しいものでも、輝かしいものに復活し、蒔かれるときには弱いものでも、力強いものに復活するのです。つま

り、自然の命の体が蒔かれて、霊の体が復活するのです。自然の命の体があるのですから、霊の体もあるわけ

です。』 

 

聖書⇒コリントの信徒への手紙一 15:47~49節 

『最初の人は土ででき、地に属する者であり、第二の人は天に属する者です。土からできた者たちはすべて、

土からできたその人に等しく、天に属する者たちはすべて、天に属するその人に等しいのです。わたしたちは、

土からできたその人の似姿となっているように、天に属するその人の似姿にもなるのです。』 

 

 



聖書⇒コリントの信徒への手紙一 15:52~55節 

『最後のラッパが鳴るとともに、たちまち、一瞬のうちにです。ラッパが鳴ると、死者は復活して朽ちない者

とされ、わたしたちは変えられます。この朽ちるべきものが朽ちないものを着、この死ぬべきものが死なない

ものを必ず着ることになります。（中略）「死は勝利にのみ込まれた。死よ、お前の勝利はどこにあるのか。死

よ、お前のとげはどこにあるのか。」』 

 

 

礼拝讃美歌⇒154番（旧 193番） 

『罪も咎も汚れもなき』 

 

 

 

《建徳要旨》 


